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第 1 章 序論
1.1 本論文の背景

1.1.1 既往の関連研究

既往の関連研究の代表的なものとして National Institute of Standards and Technology(アメリカ

国立標準技術研究所・以下 NIST)が作成した合計 1 万ページに及ぶ「Final report of the National 

Construction Safety Team on the Collapses of the World Trade Center Tower」※1Federal Emergency 

Management Agency of the United States(アメリカ合衆国連邦緊急事態管理庁・以下 FEMA)が作成した

「World Trade Center Building Performance Study」※2がある。日本では、日本火災学会 避難行動専

門委員会が WTC における避難行動リンクの収集※3を行い、「WTC テロ事件時の避難行動に関する報告書」
※4「WTC 災害における危機対応行動の資料整理に関する調査報告書」※5をまとめている。これは日本火

災学会「火災誌」※6のもととなった論文である。

以下は NIST が作成したワールドトレードセンター(以下 WTC)に関する論文の中でも避難時の行動が明

らかになった論文を翻訳、要約後考察した。

(論文名)

NIST NCSTAR 1-7A (Draft)※7

Federal Building and Fire Safety Investigation of the World Trade Center Disaster

Analysis of Published Accounts of the World Trade Center Evacuation (Draft)

(以下 NIST NCSTAR 1-7A)

(論文概要)

新聞・ラジオ・テレビ番組・電子メールの交換・色々なウェブサイトの中でも特に信頼できる情報の中

から 435 人(WTC1＝251 人、WTC2＝184 人)の生還者の証言、合計 745 のアカウントをコード化し分析、文

書化したもの。電話で、そして向かい合ってインタビューしたものを含む。

(調査した 435 人の生還者の内訳)

・年齢：20 歳から 89 歳

・性別：男性 314 人(72％)女性 118 人(27％)男性でも女性でもない人 3 人(1％)

(表-1)事件を覚知した時にいた場所

(方法)

初の人アカウントの内容を分析するために 33 の質問からなるアンケートが用いられた。同じ人からの複

数のアカウントはひとつに合併された。33 の質問は以下の通りである。

※明らかな情報についての質問(30 問)

(1)この報告書を記載した日付は？

(2)性別は？

(3)年齢は？

(4)事件を覚知した時どの建物にいたか？

(5)事件を覚知した時何階にいたか？

(6)事件を覚知した最初のきっかけは何か？

(7)避難開始までどれくらいの時間を要したか？

(8)誰かが避難開始を遅らせたか？

(9)脱出するためにどのような方法を使用したか？

(10)フロアはどのような状態だったか？

(11)階段はどのような状態だったか？

上階(７７階〜１１０階) 中階(４３階〜７６階) 下階(４２階より下) EVの中 場所指定なし

WTC1 ９０人(３６％) ７９人(３１％) ５８人(２３％) ２２人(９％) ２人

WTC2 ９４人(５１％) ５７人(３１％) ２８人(１５％) ０人 ５人
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(12)避難途中に閉塞が起こったか？

(13)アナウンスを聞いたか？

(14)WTC2 でアナウンスを聴いた場所はどこか？

(15)WTC2 でアナウンスを聴いた後の行動は？

(16)火災放置器の音は聴こえたか？

(17)WTC2 が衝撃を受けた時どこにいたか？

(18)WTC2 が崩壊した時どこにいたか？

(19)WTC1 が崩壊した時どこにいたか？

(20)消防士に会った場所はどこか？

(21)いつ建物を出たか？

(22)避難途中に誰かを助けたか？

(23)助けた人は障害者か？

(24)助けた人は負傷者か？

(25)電話をかけた場所は？

(26)電話を受けた相手は誰か？

(27)意思決定に対する社会的影響はあったか？

(28)他の(電話ではない)通信技術を用いたか？

(29)1993 年の爆破テロ事件の時 WTC にいたか？

(30)避難途中に休憩したか？

※潜在的な情報についての質問(3 問)

(31)事件を覚知した時の情報は何だったか？

(32)状況をどれくらい深刻であると判断したか？

(33)状況に対する他の人の認識はどうだったか？

(※以上 NIST NCSTAR 1-7A 要約)

(結果)※赤字は NIST NCSTAR 1-7A の研究結果を筆者が考察した部分である。

※WTC1 で EV を使用した 1 人は元々EV の中にいた人

(表-2)建物からどのように避難したか

◎火災安全の専門家の間では非常時には EV を使用してはいけないことは周知されていると考えられて

いたが、29％が EV を使用したことが明らかになった。(隣の WTC1 への攻撃と判断した WTC2 の人々が EV

を使用するのは仕方ない気もする)

・WTC2 でアナウンスを聴いた後の行動

WTC2 では 96 人(52％)が「攻撃されたのは隣のビルでこちらは安全なのでオフィスに戻るように」との

アナウンスを聴いている。そのうち 69 人はアナウンスを無視して避難行動を続けた。しかし、16 人(17％)

はそのままオフィスに残るか避難途中であるがオフィスに引き返すかの行動をとっている。

◎大多数の人がアナウンスを無視し自らの意思決定のもと避難を続けたことが明らかになった。

・避難にかかった時間

最初の攻撃が WTC を襲った時、WTC1 の 101 人(47％)、WTC2 の 84 人(52％)は即避難を始めた。WTC1 の 46

人と WTC2 の 40 人は避難を延ばした。グループで避難すべきかどうかを 1 時間以上話した者もいる。避

難するまでに 5 分以上かかった人のほとんどが避難時間を延ばしている。

WTC１,n＝２０２人 WTC2,n＝１５８人

階段 １９８人(９８％) １１４人(７２％)

EV １人(０．５％) １８人(１１％)

階段＋EV ３人(１．５％) ２６人(１６％)
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◎避難を延ばした人は、所有物を集めようとする、ファイルのバックアップをとろうとする等、避難す

れば長時間オフィスに戻ってこないだろうと予測した人であることが明らかになった。

・避難時の人々の状況

WTC1 にいた 155 人中 93 人は「落ち着いていた」と証言

WTC2 にいた 3 人は「パニック」と証言

WTC1 と WTC2 両方で 29 人は「うろたえた」と証言

◎避難時の感情的な空気については「落ち着いていて順序よかった」ことが明らかになった。消防士と

会い安心したという証言もある。

・避難時に使用したテクノロジー

情報を得るための手段として 10 人がテクノロジー(ワイヤレス電子メール、ポケットベル)を使用、13

人はラジオを聴いたかテレビを観た。その中には WTC1 の中央階(43 階〜76 階)に立ち止まってテレビを

観たという人が 3 人いる。

◎避難時はテクノロジー(例えば携帯電話、ワイヤレス電子メール、ポケットベル)を使用していたこと

が明らかになった。

1.1.2 WTC の全体構成

WTC はマンハッタンの南端から約 2km 北の一角にあり、1966 年から 77 年にかけて建築された。延べ面

積 100 万㎡の巨大なタワーである。中でも最も知られていたのがツインタワーの WTC1(北タワー)と

WTC2(南タワー)である。これらの平面は共に一辺 63.1 ㎡の正方形で基準階面積は約 3,978 ㎡である。110

階建て高さ 420ｍで、WTC1 に対して WTC2 は反時計回りに 90 度回転して配置されていた。

およそ 5 万人が働く中で WTC1 と WTC2 のふたつのタワーで働く人は約 3 万人だったと言われている。

その他に毎日約 14 万人が訪れた。

2001 年 9 月 11 日同時多発テロにより崩壊、世界の人々に大きな衝撃を与えた。

(写真-1)WTC コンプレックス写真
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(図-1)WTC 配置図

※FEMA 報告書より

(表-2)WTC コンプレックスの全体構成

建築年 地上階数 地下階数 延べ面積(㎡) 主な用途

WTC1 1973 110 6 442,350 貸事務所
WTC2 1972 110 6 442,350 貸事務所
WTC3 1981 22 6 54,311 マリオットホテル
WTC4 1977 9 2 53,512 商品取引所

WTC5 1972 9 0 72,791 貸事務所
WTC6 1974 9 6 49,953 税関
WTC7 不明 47 不明 185,806 貸事務所、エネルギープラント
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1.1.3 アクセスレベル

WTC コンプレックスは、北は Vesey Street、南は Liberty Street、西は West Street、東は Church Street

に囲まれた台形の敷地に WTC1 から WTC6 が、北の Vesey Street を挟んだ反対側の敷地に WTC7 が建って

いた。(図-1)Church Street は West Street より 1 階分高いため、南北の道路は東に向かって上り勾配

となっている。

WTC の 1 階はコンコースレベル(巻末資料/図面-1)と呼ばれ West Street に面して WTC1 の入口の回転

扉が並んでいた。エントランスホールには 6 層吹き抜けがあり、2 階はプラザレベル(巻末資料/図面-2)

と呼ばれ、外周部列柱から床が張り出していた。WTC1 を横切ってエントランスホールをそのまま東側に

進むと再び回転扉があり、これを抜けると地下の鉄道駅や WTC2 などの他のタワーを結ぶ主要な歩行動線

であるショッピングモールに出る。このモールは前述のように東西道路の高低差のため 1 階でありなが

ら事実上地下階となっている。東の Church Street レベルにある 2 階はプラザレベルと呼ばれ WTC1 から

WTC6 までタワーに囲まれた中庭状の広場があった。

1.2 研究の目的

WTC 崩壊は米国で現在も調査研究のすすめられている事件であるが、近年事件当時手に入れることの

出来なかった WTC1 に関する図面がインターネット上で一般公開された。※8これにより、より具体的に調

査研究の機会が得られるようになった。そのため、本論文では研究対象を WTC1 に絞り、その図面と生還

者の証言を検証することで階段室位置の移動から考える避難行動の分析を行う。

1.3 研究の方法

1.3.1 研究対象

2007 年 3月米国 9・11の真相解明運動の中心として精力的に活躍しているジム・ホフマン(Jim Hoffman)

主催のサイト※8に公開された WTC1 に関する初の図面を検証することで WTC1 のエレベーターとスカイロ

ビーの関連性、階段室の特性といった縦動線を明らかにする。また、日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委

員会がまとめた報告書※9より、特に避難時の階段の内部状況がわかる生還者の証言を検証することで階

段室配置と避難行動に関して分析する。

1.3.2 使用データ

2002 年にシルバーシュタイン・グループで働いていた内部告発者(氏名は不詳)が元ブリガムヤング大

学教授スティーブン・ジョーンズ博士に手渡したとされる WTC に関する図面 261 枚のうち WTC1 の平面図

147 枚、断面図 9 枚を使用した。これはインターネット上のサイト 9.11 Research」※8に公開されている。

生還者証言は日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル 崩壊特別調査委員会報告

書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」※9より WTC1 に関するもの 76 件を使用した。この内訳は避難

を開始したフロアが１階から 44 階のもの 18 件、45 階から 78 階のもの 24 件、79 階から 110 階のもの

34 件である。
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第 2 章 WTC１の概要
2.1 WTC1 の概要

2.1.1 建物概要

WTC１は鉄骨造地上 110 階建ての事務所ビルである。建物四隅を面取りした正方形の平面でコア部分は

長方形の形状をしている。(図-2)コア部分は WTC1 では長手方向が東西を向いているのに対し、WTC2 で

は長手方向が南北に向いている。WTC1 は屋上に 110m の電波送信塔を支えていて、WTC2 より 2m 高い。

41 階〜43 階および 75 階と 76 階には設備機械室が配置されていた。このことは全体を 3 つのゾーンに

分ける設備計画がなされていたことをうかがわせる。(表-3)

(図-2)WTC1 基準階平面図

※FEMA 報告書より
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(表-3)WTC１の施設配置

     ※WTC 崩壊特別調査委員会調べ

2.1.2 構造概要

WTC1 の最も顕著な特徴はチューブ構造を形成する外周フレームにある。基準階では約 35.5cm 角の組

立ボックス柱が 1m 間隔で 59 本並び、隣接するお互いの柱は各層でせい 132cm のスパンドレル梁で連結

されている。フィーレンディール架構によるチューブ構造を構成していた。この柱・梁からなる外壁は

3 連の柱・3 階分の高さでユニット化され、各柱のトップとボトムにはベースプレートを介したボルト接

合になっていた。接合部は同じレベルで揃わないようにユニット割りが工夫されていた。(図-3 )ボルト

は上層階部分では 4 本下層階部分では 6 本になり、下層部では補強溶接も行われていた。隣接するユニ

ットは負担する荷重条件に基づき 12 種類の異なる強度を有する 295〜700N/mm の鋼材を使用していた。

コア柱は極厚 H 型鋼材で、柱本数が減って外周フレームの剛性が落ちる低層部はコア部をブレース架構

としていた。プレート厚を計算された荷重に対して柱の各柱の軸収縮差を最小限に抑えるためにこの種

類の鋼材を駆使したとされている。(図-3,写真-2)

床の構成は 1-1/2・22 ゲージのデッキプレートの上に山上 10cm の軽量コンクリートを打設していた。

中心コア部分の周囲はスラブ厚 13cm となっていた。アングルと剛棒からなるトラスは 2 本 1 組 1.8m 間

隔で配置されていた。(図-4)外壁までのスパンは 18m、中心コア部分までのスパンは 10.6m であった。

106 階と 110 階の建物フレームにダイヤゴナルブレースが配置されていた。このブレースは短辺方向

で 6フレーム、その直行方向で 4フレームの建物トップにおけるアウトリガーシステムを形成していた。

このアウトリガーシステムは風に対する剛性を建物に付与すると共に送信鉄塔を支持していた。

主たる水平方向の設計荷重は風荷重でコア位置の違いによる基本的な特性の相違に加えて風力荷重が

お互いに影響し合い異なる風圧力分布のもとに設計された。設計用風圧力は 220kg/㎡であり、設計水平

力に対して最上部の変形量 28cm と言われている。（日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易セ

ンタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より）

階 主な用途 貸室数

110～108 設備機械室 0

107～79 事務所 29

78 スカイロビー・事務所 1

77 事務所 1

76～75 設備機械室 0

74～45 事務所 30

44 スカイロビー・事務所 1

43 事務所 1

42～41 設備機械室 0

40～8 事務所 33

7 設備機械室 0

6～3 吹抜け 0

2 プラザ・吹抜け 0

1 コンコース・シッピングモール 0

B1 駐車場・管理関係・防災センター 不明

B2 駐車場・管理関係 不明

B3 駐車場・冷凍機室上部吹抜け 不明

B4 駐車場・冷凍機室上部吹抜け 不明

B5 鉄道駅・倉庫・冷凍機室・機械室 不明

B6 鉄道施設・倉庫・冷凍機室・機械室 不明

貸室数の合計 96
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(図-3) 基準階梁伏せ部分拡大図

※FEMA 報告書より

(写真-2)外周スパンドリルユニットと床組み

※FEMA 報告書より



~ 9 ~

(図-4)外壁ベアリングウォールの組立ユニット

※FEMA 報告書より

(図-5)床組みトラス断面と直交トラス

※FEMA 報告書より
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(図-6)床組みトラス

※FEMA 報告書より

2.2 WTC1 の縦動線について

2.2.1 エレベーターとスカイロビーの関連性について

エレベーターは WTC1 に 100 台設置されていた。これら多数のエレベーターはスカイロビー方式と呼ば

れる効率の高いプランを実現させていた。スカイロビーとは 44 階と 78 階に設けられたエレベーターの

乗り換え階のことである。そこまでは 1 階から直行のシャトルエレベーターを利用し、その先はローカ

ルエレベーターに乗り換えることによって所定の階に到達することを可能にしている。全階に停止する

エレベーターは 1 台だけ存在する。

WTC1 はスカイロビーによって 30 数階ごとに 3 つの部分に分けられ、エレベーターは各々の部分の中

で 4 つにゾーニングされていた。シャトルエレベーターでスカイロビーまで上がってきた人はそこで所

定のゾーンのローカルエレベーターを選択する。シャトルエレベーターは主に 1 階から 44 階まで運行す
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るものが 11 台、主に 1 階から 78 階まで運行するものが 12 台設置されていた。このうち 2 台は 107 階の

オブザベーションデッキ(観光用展望台)まで延びている。

これらはいずれも積載荷重 10000lb(4500kg)、定員 55 人、速度 1600fpm(480m/min)で 2 方向に出入口

を持つ。ローカルエレベーターはブロックごとに 4 つにゾーニングされ、各ゾーンには 6 台が設置され

ていた。その仕様は積載荷重 3500lb(1600kg)、定員 21人、速度はゾーンごとに異なり 240m/min、300m/min、

360m/min、420m/min であった。(日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル崩壊特

別調査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より)

2.2.2 階段室の特性

WTC1 には A 階段 B 階段 C 階段と呼ばれる 3 本の階段があった。そのうち A 階段と C 階段は 1.12m 幅で

110 階から 2 階まで、B 階段は 1.42m 幅で 110 階から地下 6 階までを受け持っていた。これらの階段が日

本と最も相違するのは、機械階である 41 階(巻末資料/図面-5)と 75 階を除き超高層ビルの階段でありな

がら付室を有せず出入口が直接廊下に面する点である。階段までの歩行距離は概ね 45m(150ft)となって

いる。日本ではこの規模・用途のビルでは階段までの歩行距離 50m 以内と義務付けられているのでこれ

を上回る設計である。

いずれの階段も各階から避難階である 2 階または 1 階まで直通しているが、エレベーターとの位置関

係からトランスファー(移動・乗換え)という特殊な仕組みになっていた。これはシャトルエレベーター

の出入口側に階段を接して配置するという平面計画のために、スカイロビーにおいて階段がそのままの

位置にあるとシャトルエレベーターの出入口を塞いでしまうため、階段室をスカイロビーの上下階で一

旦コアの外側に振り替えている設計である。具体的には、A 階段と C 階段は一般階ではスカイロビーに

直行するシャトルエレベーターの背後に設けられているが、そのエレベーターのカゴが通り抜け式(乗り

込んだ入口の反対側から出る)であるためスカイロビーにおいて階段がそのままの位置にあるとシャト

ルエレベーターの出入口を塞いでしまう。これを避けるために階段をスカイロビーの上下階で一旦コア

の外側に振り替えたのである。

コアの外の階段に至るまでは水平の廊下状の部分が生じている。平面図を検証するとこの廊下の途中

には目的不明の扉が設けられている。(巻末資料/図面-9,図面-15)

一般階ではセキュリティーの関係から階段の扉は事務室側からは入れるが階段室側からは入れない仕

組みとなっていた。何階かおきに両方向の通行が可能な仕組みとなっていて、その階には「RE-ENTRY ON 

THIS FLOOR」と表示されていた。（NY ワールドトレードセンター爆発事故調査団 ニューヨークワールド

トレードセンター爆発事故調査報告書,1993 より）階段室がロックされていたという生還者の証言が多

いがその原因のひとつはここにある。もうひとつは建物の揺れにより扉の枠が変形し、扉の開閉が出来

ないもしくは困難にしたことである。

2.2.3 縦動線の分析

以上を踏まえ、WTC1 の各階平面図をもとに階段室の移動と個々のエレベーターの動きを検証し「WTC1

階段・エレベーター系統図」(巻末資料/資料 1)の作成、スカイロビー階トランスファー階などの縦動線

を検証する上で主要となるコア部の平面図(巻末資料/図面-1～図面-19)の作成を行った。

これらを検証すると、コア部の東西に配置されている A 階段および C 階段が 44 階スカイロビー(巻末

資料/図面-8)において黄色部分のシャトルエレベーターの出入口を塞いでしまうためトランスファーし

ていることがわかる。(図-7)

B 階段はコア部中央に配置されているため、A 階段や C 階段のようにコアの外側に配置されることはな

いものの、コア内での階段室移動がトランスファー階である 76 階(巻末資料/図面-15)で行われている。

これは 78 階スカイロビー(巻末資料/図面-17)においてピンク色のシャトルエレベーターの出入口を塞

いでしまうためである。(図-7)

A 階段および C 階段のトランスファーはスカイロビー(44 階,78 階)の 2 層下の機械階(42 階,76 階)か

ら始まり、7 層分に渡り行われている。この点に関して平面図を検証すると、42 階(巻末資料/図面-6)

からはじまったトランスファーは 48 階(巻末資料/図面-9)で、76 階(巻末資料/図面-15)からはじまった
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トランスファーは 82 階(巻末資料/図面-18)で、コア内へと戻っている。しかし、トランスファー開始時

とトランスファー終了時とでは階段室位置に若干の移動がある。(巻末資料/資料 1,図面-6～図面-10,図

面-15～図面-19)

トランスファーすることでコアの外側に配置される A階段および B階段は 44階スカイロビーを挟むも

のは南側に、78 階スカイロビーを挟むものは北側に配置されている。(巻末資料/図面-6,図面-9・図面

-15,図面-18)

66 階から 68 階にかけては階段室内に水平歩行部分(廊下状の部分)が存在し、避難者は階段を行った

り来たりしなくてはならない。(巻末資料/図面-11～図面-14)

このような結果から、WTC1 の避難階段は直通階段とは言い難い設計であり、避難途中に階段室の移動

が生じるため避難者の迷いの原因となり得る可能性が考えられる。

(図-7)WTC1 のコア構成
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第 3 章 タワーの防災計画
3.1 WTC の防災計画

WTC 所有者である the Port Authority of New York and New Jersey(以下ポートオーソリティー)はニ

ューヨーク州とニュージャージー州によって設立された団体である。「商業・交通整備公団」で空港・ヘ

リポート・トラックターミナル・橋・トンネル・港湾・鉄道施設を所有運営している。独自の警察も持

っている。

その関係から両タワーは両州の建築コードの適用を受けないが、実際にはすべてのビルディングコー

ドに準拠あるいは上回るように設計され、その後の法改正に対しても適正に対処していると言われてい

る。エレベーターは避難施設として扱われていない。各階には二つの非常口(＝EXIT)を要求しているが

WTC1 には三つ設置されていた。また階段までの歩行距離 250ft(75m)以下との要求についてもおおむね

150ft(45m)となっていた。

WTC1 には全館スプリンクラー・火災報知設備(ガラスを割ってボタンを押す方式)・自動火災報知設備・

排煙設備(空調設備と兼用のシステム)・消火栓・連結送水管・非常照明・避難誘導灯・館内放送(非常放

送)・非常通信システム・防犯監視システム・非常電源・警報設備・手動火災放置器・非常電話が設置さ

れていた。これらのうち、火災報知設備(ガラスを割ってボタンを押す方式)・自動火災報知設備・非常

通信システム・防犯監視システムに関しては地下 1 階の防災センター(Operations Control Center)で集

中管理するシステムであった。

各タワーの三つの階段には連結送水管が設置され、2 本の加圧水消火器(APW)を入れたキャビネットと

1.5 インチのホースが各階の踊り場にあった。主要な給水はコンプレックスの周囲を巡っている専用の

消火本管から受けていた。この消火本管は 2 基の消火ポンプ(毎分 750 ガロン(gpm)・毎分 2839 リットル)

によりニューヨーク水道局から直接取水していた。7 階の 1 基目のポンプが本管の消火ポンプから給水

され 41 階まで揚水する。そこにある 2 基目の能力 750gpm の消火ポンプが 75 階の 3 基目のポンプまで揚

水する。各消火ポンプはどの 1 基が故障しても 2 段目のポンプに揚水できる十分な圧力を用意できた。

自家水源を用いた数基の 5000 ガロン(19 ㎡)の貯水タンクにより二次的な給水が可能であった。41 階、

75 階、110 階にタンクがあり連結送水管に直接給水できた。コンプレックスの周りにはニューヨーク消

防隊(FDNY)の多くの連結口があり消防隊により建物内の水圧を上げることができた。

火災安全プログラムでは、正と副 Fire Warden がフロアごとに選任され事業所長などが任に当たった。

Fire Warden は火災の際全員を 3 層下か上まで避難させる。副 Fire Warden はトイレを含めてフロア全

体を探索し全員退去を確認する。各オフィスの代表者が参加するフロア火災安全チームにはオフィスの

避難完了を Fire Warden に報告するとともに、平常時から介助の必要な在館者の状態を把握し避難の際

には避難困難者を介助する任務が課せられていた。

以上のような火災安全計画に従い各テナントは入居後 2 年間は 3 ヶ月に一度、その後は 6 ヶ月に一度

避難訓練に参加することが義務付けられていた。この避難訓練はよく機能していて、定期的な避難訓練

には全員が参加しフロアの避難階段の扉のある場所まで歩いていた。(日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委

員会「世界貿易センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年

9 月より)

Fire Warden のシステムは良く機能し、彼らが避難命令や探索活動のイニシアチブをとり単独よりは

グループで避難し、企業を超えて人々が互いに助けあって避難した。システムと訓練は良い効果をもた

らしたと言える。

3.2 過去の関連事例

3.2.1 ワールドトレードセンタービル(二ューヨーク)の地下駐車場爆破事件,1993 年

(※日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩壊・

ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より）

(発生日時)1993 年 2 月 26 日(金)午後 12 時 18 分

(発生場所)ニューヨーク州ニューヨークシティ,WTC ビスタホテルの地下 2 階

(事件概要)テロリストにより WTC ビスタホテル地下 2 階駐車場の WTC1 の南壁から 20m 以内の場所に自動

車(バン)が放置されその中に仕掛けられていた爆弾が爆発した。死者 6 人、負傷者 1042 人、2 棟のタワ

ーとホテルの機能を停止させた。ニトロ・ユーリアを主体とする爆薬が約 1,000 リットル使用された。
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ニトロ・ユーリアには硝酸・硫酸・尿素・ニトログリセリン・水素が含まれている。ニューヨーク市警

は 55 ガロン樽が 4 本か 5 本使用されたと見ている。

(構造被害)地下 2階の鉄筋コンクリート床は約1,000㎡の L字型の穴、直下の地下1階の従業員用食堂(当

時使用中止)の床には約 500 ㎡の穴、その上の地上 1 階のホテル宴会場では約 30 ㎡の穴があいた。爆発

地点の下方に当たる PATH 鉄道の中 2 階天井も一部剥落した。WTC1 の地下 1 階南壁中央部の鉄骨筋かい 1

本が爆風で吹き飛ばされ、隣接するすじかい 1 本がねじ曲げられた。同じく WTC1 の地下 2 階南壁の無補

強コンクリートブロック壁が爆風で吹き飛ばされ、WTC2 の地下 2 階西壁の無補強コンクリートブロック

壁も一部吹き飛ばされた。

(火災状況)ビスタホテル地下 2 階駐車場に駐車中の車約 40 台が穴から転落、冷凍機室の上部空間として

吹き抜けになっていた地下 3 階から地下 5 階まで一挙に落下した。落下した車の約半数が引火し 1〜2 時

間燃え続けた。建物内消火設備は爆発により破損したが道路からホースを引き込み消火した。この火災

により大量の煙が発生、エレベーターシャフトおよび階段に流れ込み上階に拡散した。煙は煙突効果に

より短時間のうちに WTC1・WTC2 の最上階まで達した。2 棟の約 5 万人の避難までに約 4 時間を要した。

障害者は 6 時間後に救出された例があり、エレベーターに閉じ込められた人は 10 時間後に救出された。

(写真-3-1)爆破された地下駐車場の様子

(写真-3-2)崩壊した壁の様子
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3.2.2 ワールドトレードセンタービルの火災,1975 年

（※日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩

壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より）

(発生日時)1975 年 2 月 14 日(金)午後 11 時 55 分頃

(発生場所)ニューヨーク州ニューヨークシティ,WTC1 の 11 階

(火災状況)火災は深夜 WTC1 の 11 階東南隅を占める 1119 号室で発生した。1119 号室には重役室・事務

室・休憩室・ロッカー室などがあった。火元は重役室で部屋中に燃え広がり特に調度品は激しく燃えた。

火はファイル室におよび棚の上に保管されていた書類を焼き尽くした。室内に置いてあったメチルアル

コール入りコピー溶液のガロン缶に引火してフラッシュオーバーが起こり東側窓を破壊した。西側隣室

の 1127 号室との壁は防火区画壁のため延焼しなかったが、北側隣室の 1109 号室と 1107 号室の壁は天井

までの間仕切壁であったため延焼した。天井裏では電話ケーブルが着火、ケーブル伝いに端子箱に火が

回り各階の端子箱をつなぐ 30×45cm の貫通口を通じて上下階に延焼した。12 階 13 階の端子箱からは火

が吹き出し 9 階から 19 階までの端子箱が燃えた。このときスプリンクラー設備は地下階にのみしかなか

った。

(写真-4)火災後の様子
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3.3  過去の事例からの防災計画改善点について

1993 年の爆破テロ事件以後以下のことが改善された。

・爆破で非常用電源が被害を受け暗闇になった。避難路の暗さ改善のために新たに階段の非常照明(バッ

テリー内蔵型)の設置が行われた。ホールと階段に蛍光塗装を施した。

・別の避難階段への方向を示す標識がなかったため避難階段の位置がわかりにくかった。避難経路のわ

かりにくさ改善のために新たに避難誘導標識を設置した。

・情報を受け取ることが出来ない状況であった。最新の情報を得られるよう全館に非常放送の設置が行

われた。

・火災時に備えスプリンクラーの増設も行った。改修費用に約 9000 万ドルをかけ防火・避難対策の改善

に力を入れた。

・爆発テロ時スカイロビーの上下階であるトランスファー階で迷う事例が多発したため 6 ヶ月ごとに避

難訓練が行われるようになった。
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第 4 章 アメリカ同時多発テロ(9.11)における WTC1 崩壊と被害状況
4.1 WTC1 崩壊と航空機の衝突

WTC1 では航空機は建物北面のほぼ中央に左翼をやや下げながらほぼ垂直に衝突しこの周辺に大きな損

傷を与えた。(図-8)燃料タンクとエンジン部分では外壁が損傷し構造体から離脱し建物内部に押し込ま

れていた。これら外壁により支持されていた床は支持能力を失い部分崩壊した。航空機の翼により外周

柱は破断された。(写真-5)( 日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル崩壊特別調

査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より)

外周柱の損傷に加えセンターコアの部分にもかなりの損傷を受けた。(写真-6)

91 階に居た人の話によると、センターコアの東側に破損された残骸が大量にあり階段出口に行くことが

不可能であったと証言している。このことからセンターコアのフレームが崩壊したものと推測される。

航空機の破片は完全に建物内部を通り抜けていることがわかっている。これにより内部コア柱、東側

フレーム、南と西の壁、床などに損傷があったことは間違いないと推測される。

(写真-5)WTC1 北面

※FEMA 報告書より

WTC1 崩壊の timeline を以下に示す。(表-4)

(表-4)WTC1 崩壊 timeline

衝突時刻 2001年9月11日 8:46AM

崩壊時刻 10:29(103分後)
航空機 American Airlines 11便 7:59ボストン発ロスアンゼルス行き

形式名/乗客/乗員 Boeing B 767-223ER/81名/11名 合計92名
状況 ボストンのローガン国際空港を離陸直後ハイジャックされ、

WTC1の北面94階から98階に衝突。103分後(10:29)崩壊
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(図-8)航空機の衝突位置及び破片の落下地点

※FEMA 報告書より
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(写真-6-1)航空機衝突後のツインタワー

(写真 6-2)立ち残る WTC1 のコア部
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4.2 被害状況

4.2.1 周辺建物の被害

周辺建物の中には航空機の衝突、400m の超高層ビルの鉛直方向への崩壊によるおびただしい量の瓦礫

(Debris)、破片の落下その他の衝撃により崩壊へ至ったものもある。(図-9)

(図-9)周辺建物の被害状況

※FEMA 報告書より
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周辺建物のうち特に代表的な被害概要を以下に示す。

WTC1・WTC2 に隣接するホテルとして知られた WTC3 は両超高層からの瓦礫・破片により完全に破壊さ

れた。建物は南北方向に 12 スパン、東西方向に 3 スパンで構成され途中で建物角度が変化している。WTC2

が崩壊したことにより相当な量の瓦礫が直接落ちてきた。(写真-7)これにより建物中央の上から約 16 層

分は破壊された。(写真-8)それにも関わらず崩壊は基礎まで進まず水平に建物端まで広がることはなか

った。さらなる崩壊の拡大は WTC1 が崩壊したことによる瓦礫が屋根に直接落下したことである。両方の

衝撃を受けほぼ全壊したが南西部の低層階では崩壊しない部分が残った。(日本建築学会 WTC 崩壊特別調

査委員会「世界貿易センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003

年 9 月より)

(写真-7)WTC3 に落ちる WTC2 の外壁

※FEMA 報告書より
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(写真-8)WTC2 崩壊後の WTC3 の部分崩壊

※FEMA 報告書より

WTC4,5,6 は WTC プラザの北側及び東側に位置し、それぞれ 8 階,9 階,9 階建てである。WTC4 の大部分

は WTC2 からの外周柱の瓦礫により崩壊した。WTC5,6 は WTC1 の外周柱の瓦礫により部分的に崩壊しそれ

によって火災が発生した。3 つの建物においては部分的には破壊・崩壊が生じたが進行性の崩壊には至

っていない。

(写真-9)WTC4 の被害状況

※FEMA 報告書より
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(写真-10)WTC5 の被害状況

※FEMA 報告書より

(写真-11-1)WTC6 の被害状況

※FEMA 報告書より
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(写真 11-2)WTC6 の被害状況

※FEMA 報告書より

WTC7 は WTC1,2 の崩壊から約 7 時間後崩壊に至っている。崩壊の原因は火災による鉄骨フレームの強

度低下、そしてそれに連れての進行性破壊と考えられている。一般の建物と大きく違う条件としてこの

地区の変電設備を内包していたため非常用発電設備用の多量の燃料が備蓄されていたことである。

建物の構造は H 型鋼の柱列からなる外周構面によるチューブ構造で、内部コアは WTC1,2 と同様に鉛直荷

重のみを支持する構造である。5 階以下には高層部を建てる前にすでに建設されていた変電所があった

ため、外周柱及び内部コア周りの柱本数が減っていて位置も上階とずれていた。そのため外周にベルト

トラス、内部コア周りにトラス架構、内部コアと外周柱の間にトランスファーガーダーなどを配して上

階からの荷重を下層階に伝達する架構となっていた。(日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易

センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩壊・ペンタゴンの被害・教訓-」,2003 年 9 月より)

WTC7 が崩壊に至るまでの timeline を以下に示す。(表-5)

(表-5)WTC7 の崩壊までの timeline

9 時 59 分 WTC2 が崩壊したが、WTC7 の屋根・壁面にはほとんど損傷はなかった。10 時 29 分 WTC1 の崩

壊により南面に損傷を受け、低層階(6〜11 階付近)に火災が発生した。その後 17 時 20 分屋上の塔屋が

建物内に沈み込み崩壊が開始し、17 時 21 分に建物全体が崩壊した。

どの階から最初に崩壊したのか明確ではないが、5 階〜7 階のトランスファートラス部分から始まった

可能性が高いと言われている。これは東側の塔屋が最初に建物内に沈み込んだ事実からも推測される。

(写真-12)

WTC7
9:59 WTC2崩壊
10:29 WTC1崩壊

時間不明 WTC7の低層階に火災発生(6〜11階付近)
17:20 WTC7崩壊開始 屋上の塔屋部が建物内に沈み込んだ
17:21 建物全体が崩壊
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(写真-12)WTC7 の中央部からの崩壊を示す写真

※FEMA 報告書より

4.2.2 WTC1 の犠牲者数

(表-6)WTC1 の在籍人数と犠牲者数

※WTC 崩壊特別調査委員会調べ

ＷＴＣ１ Ｆｌｏｏｒ
犠牲者数 犠牲者数 在籍人数 階
USAToday 委員会調査

203 76 355 106～110
744 685 1018 101～105

192 182 1188 96～100
221 213 876 91～95

6 6 290 86～90
20 16 350 80～85
9 6 360 76～80

2 0 0 71～75
5 0 0 66～70

6 0 75 61～65
1 0 574 56～60

0 0 522 51～55
4 1 450 46～50

0 0 62 41～45
3 2 885 36～40
4 22 1175 31～35

8 19 1205 26～30
0 18 1502 21～25

1 26 1626 16～20
0 16 776 11～15

2 2 152 6～10
1 0 31 1～5

1432 1290 13471 合計
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※註 1USA Today は衝突時点でのタワー在籍人数は 5,000 人〜7,000 人であったと見積もっている。初期

には 10,000 人から 25,000 人と見られていたが、航空機が衝突した 8:46 には多くが不在であった。理由

は以下の通りである。

・最も大きな要因は早朝であったこと。多くは単に 8:46 には出社していなかった。在館者がいない階も

多かった。

・各タワーの 12 の階は機械設備と巨大なロビーに使われていた。

・WTC の何十もの会社が事務室を閉鎖、または不景気のために雇用をカットしていた。

・賃貸事務室は空室あるいは模様替え中であった。

・オブザベーションデッキ(観光用展望台)は 9:30 までは閉鎖されていたので観光客は少なかった。

・WTC の地下ショッピングセンターのほとんどの店はまだ閉まっていた。

・事件当日はニューヨーク市長選挙で出社前に投票に行った人がいた。

・学校の始業日であったため出社前に子供を学校へ連れて行った人がいた。

・商談や出張に行っていた人がいた。

表-6 を見る限りでは、いずれの場合も犠牲者は航空機が衝突した階より上が圧倒的に多い。WTC 崩壊

特別調査委員会と USA Today 調べの違いは、35 階から 11 階にかけて WTC 崩壊特別調査委員会調べの方

が犠牲者数の多い点にある。これはおそらくこれらの階の在籍人数が他の階に比べて多かったことが考

えられる。

エレベーター内で死亡した人は約 200 人と推定されている。(USA Today 調べ)43 階からの生還者の証言

からは「いったんエレベーターに乗ったが思い直して下りた。エレベーターに乗った同僚は皆死んだ。

エレベーターから廊下に火が吹き出した」とエレベーター内の残酷な様子がうかがえる。エレベーター

事故としては史上最大の惨事と言える。航空機の衝突によってケーブルが切断され落下したカゴで、シ

ャフト内部の火災で、閉じ込められたままビルが崩壊して死亡した。
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第 5 章 生還者証言をもとにした階段内部の状況と避難行動の分析
5.1 収集した生還者証言とその概要

※6日本建築学会 WTC 崩壊特別調査委員会「世界貿易センタービル崩壊特別調査委員会報告書-WTC 崩

壊・ペンタゴンの被害・教訓」(2003 年 9 月)より、WTC1 に関する生還者証言 76 件を使用した。この内

訳は低層階である 1 階から 44 階のもの 18 件、中層階である 45 階から 78 階のもの 24 件、高層階である

79 階から 110 階のもの 34 件となっている。76 件の証言は全て建物内部の状況がわかるものに絞られて

いる。WTC1 では航空機の衝突という日常行動を突然破られる状況が発生したため在館者のほとんどが直

ちに避難を始めている。生還者証言の内容にもそのことが色濃く表されている。

5.2 階段の内部状況がわかる代表的な生還者証言について

以下に階段の内部状況がわかる代表的な生還者証言 11 件を挙げた。(赤字は筆者のコメントである。

特に生還者本人が勘違いしていると思われる部分は赤字で修正した。)

★1 85 階から生還 Geoffrey Heinman(Ohrenstein＆Brown)

・ピーク時の在籍は 90 人程度だが事件時には約 15 人が在籍

・建物は強風時にはいつも揺れていたが今回も同じだった。揺れが戻ってからオフィスを出て皆をまと

めろと言った。

・会社の主ロビーから外にでようとしたが、すでに煙が充満していたので人々をロビーに戻しファイル

室を通って反対側の階段に導いた。

・床に散乱したファイルを取り除いてドアを開き、階段に入った。→避難には階段を利用

・呼吸はできるが非常に暑い階段を 7 階下りていくと(80 階で？)ドアがロックされていたので 78 階で

外に出された。→階段室の熱/ドアのロック(階段室内)※別の人の証言より、ドアがロックされていたの

は 80 階ではなく 76 階であると思われる。(巻末資料/図面-15)

・78 階スカイロビーはごった返していた。

・ビル従業員は他に下りる階段を知らなかった。

・ロビー反対側の階段に乗り換えたがそこは非常に混雑していた。→階段室混雑

・50 階で消防隊に会った後、流れが(ほとんど)止まり 16 階あたりで(順調に)動き出した。→消防士と

遭遇

・2 階から 1 階までエスカレーターで下りた。

・1 階ロビーは 6〜8 インチの水が溜まっていた。

・誘導されてショピングコンコースを通り抜け、再びエスカレーターを上がってプラザ東側に出た。FBI

と警察がいて「建物から逃げろ！ブロードウェイを北へ歩け！」と言っていた。

・外に出たのは崩壊の 10 分前だった。

★2 83 階から生還 Paul

・フロアの反対側は吹き飛んでいた。

・同僚と階段へ走り 70 階まで下りたがそこのドアがロックされていた。管理者に開けてもらって下りた

が 1 階下りるのに 1 分はかかった。→避難には階段を利用/ドアのロック(階段室内)/階段室混雑

・2 階のエスカレーターに到着した時、照明が消え耳をつんざくような音を聴いたので頭をカバーして

エスカレーターに伏せた。他の建物(WTC2)が崩壊しつつあった。こちらのタワーに破片が吸い込まれ降

り注いだ。

・ボーダーズ書店を通り抜け裏口から外に走り出た。約 2 つのブロックを走りある店に入って電話をか

けた時 WTC１が崩壊した。

★3 80 階からの生還 Quentin Orza Ⅱ(RLI EPG)

・建物がジャンプして 20〜25 フィート音叉のように前後に揺れた。

・事務所は天井が壊れ、燃えていた。

・重傷のやけどを負った人を 44 階スカイロビーの救急要員に引き渡すまで先導したので早く下りられた。

・誘導サインを見て階段に入ると中は避難者で一杯だった。彼らは非常に親切で押しのけたりすること

もなく、各階から入ってくる人たちが入るまで待っていた。→階段室混雑

・階段は非常に暑かった。照明は点灯していた。数人は休息のために階段から出た。→階段室の熱/非常
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照明作動

・階段は 44 階スカイロビーで終了したので別の階段に移った。→※44 階ではなくトランスファー階で

ある 42 階の間違えだと思われる。(巻末資料/図面-6)

・25 階あたりで遭遇した消防士が「両方のタワーにジェット機旅客機が衝突した」と言った。→消防士

と遭遇

・9 階〜5 階はかなり早く通過。この間スプリンクラーが作動していて涼しかったが、滑りやすかった。

→スプリンクラー作動

・5 階からは下から外気を感じたので駆け下りた。

・2 階で階段を出て別の階段を下ってモールに行った。そこは水浸しだった。

★4 80 階から生還 Dan Baumbach

・大きな爆発を聞き建物が揺れるのを感じたがしばらくの間ラップトップを処理した。爆弾と思った。

・窓が壊れて吸い出されるのが心配だった。

・他の数人とすぐに建物のコアに向かった。

・エレベーター近くの階段は既に火が吹き出していたので他の階段を使った。→階段室の延焼/避難には

階段を利用

・76 階までくると鉄扉がありロックされていた。約 30 人のグループで 80 階に引き返し別の出口を見つ

けて再び下へ戻った。→ドアのロック(階段室内)※76 階はトランスファー階である。(巻末資料/図面-15)

・75 階にいた PA 管理員が「リラックスするように、ここにいても構わない、水があるしお世話できる」

と言ったが階段を下り続けた。

・数段下りると廊下を通って他の階段に行かなければならなかった。そのとき壁と天井が燃えているの

を見た。→※他の階段に行かなければならなかった＝おそらく 68 階に存在する階段移動のための廊下状

の部分を言っている。※68 階はトランスファー階ではない。なぜ階段の移動があるのかは不明。(巻末

資料/図面-13)/壁・天井の延焼

・スプリンクラーも警報も作動していなかった。ホースで消火している人がいた。

・進むにつれて脱落する人が増え、階段に座っていた。

・煙が入ってきた。→階段室の煙

・誰かの電話で他のタワー(WTC2?)に飛行機が衝突したことを知った。

・20 階進むと最初の消防隊に会った。2 階に達すると(タワーの)出口前にはくすぶる瓦礫が落下してい

て出られなかった。→消防士と遭遇

・エスカレーターを下りて地下 1 階のモールに誘導された。暗闇で 1 フィートの水溜まりの中を進んだ。

FBI、警察、消防士が叫んでいた。

・WTC5 のボーダーズ書店近くのエスカレーターを上がったがあと 2 段というところで WTC2 が崩壊した。

急いで下に降りエスカレーターに戻った。

・出口を探って外に出るとチャーチ st.とバージーst.の交差点だった。外はすべて真っ白だった。

★5 78 階から生還 Mike Hingson(Quantum ATL)

※盲導犬の案内で脱出した盲人

・6 ヶ月ごとに火災避難訓練があったので衝突の時の手順は知っていた。

・タワーが激しく振動した時盲導犬ロゼールはすぐに体を起こした。耳よりも体で感じた。建物があち

らへこちらへと動いた。倒れるのではないかと思った。事務所内や廊下では瓦礫の間を注意深く導いて

くれた。

・フランクの後について階段を下りた。いつもなら急行エレベーターを使えば 46 秒で降りられるが、今

は使ってはならないことを知っていた。→避難には階段を利用

・階段を下り始めた。階段が水で滑りやすかった。下りながら階ごとに扉をチェックしたがほとんどは

ロックされていた。→スプリンクラー作動/ドアのロック(階段室→事務室)

・盲導犬ロゼールはずっと階段の端を通った。下りる間ジェット燃料の強いにおいがした。呼吸困難に

なる人もいたが誰も悲鳴をあげなかった。

・恐くなかった。

・地上まで 30 分で行けた。フランクが自分の車を置いてある WTC2 近くにある駐車場に行こうとしたが

そちらにも飛行機が衝突していた。
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★6 77 階から生還 Sue Frederick

・煙が急速に下りてくるのでみんなで階段に向かったが、事務所の壁の一部が内側に押し込まれていて

通れなかった。→避難には階段を利用

・階段の扉は変形して開かなかったため、同じフロアの別の会社の事務所に通された。そこで他の避難

経路を探していた。会議室に入ってテレビを点けたところで飛行機が衝突したことを知った。→ドアの

ロック(変形が原因)

・テレビを観ていると再度ビルが揺れたのではじめはこのビルの瓦礫が窓に当たったものと思ったが、

これは 2 機目の飛行機が WTC2 に衝突したためだった。

・5〜10 分で別の避難階段が見つかったので下り始めた。途中のホールの天井は落ちていた。すべての

エレベーターは飛行機燃料の爆発による炎と煙によって停止していた。

・この時点ではビル警備員あるいは市の警備員は来なかった。

・周りの人々の冷静さは目を見張るものだった。いたるところに負傷した人や助けの必要な人たちが助

けられていた。混雑で揺れが停滞しても何も起きず静かに動くまで待っていた。→負傷者に遭遇/階段室

混雑

・35 階でやっと煙から逃れた。27 階あたりで消防士に遭遇。7 階の階段は水浸しだった。3 階でもうす

ぐという気持ちで元気が出た。ここまで 1 時間強。→階段室の煙/消防士に遭遇/スプリンクラー作動

・WTC2 が崩壊してこちらに衝突した。再び爆弾のような衝撃を感じて建物が揺れ猛烈な勢いの風が吹い

て我々をなぎ倒した。

・3 階で瓦礫のために道をふさがれたので 4 階まで上り消防隊が開けた穴から外に出た。

・くるぶしまである塵の中を通り US カスタムビルの前のプラザに出た。

・2 階に出る階段を上った。通りへ急ぐように言われた。それから 4 分程度後 WTC1 が崩壊した。

★7 71 階から生還 Lucio Caputo(Italian wine and Food Institute)

※写真家の彼は避難中に建物内部を記録した

・71 階南側の子部屋にいた。

・最初は一方向にそして前後に揺れてから静まった。椅子から落ちる者はいなかったが揺れている間は

動けなかった。各方向に少なくとも 6 フィート動いたと思う。

・誰もが直ちに避難した。

・階段の一つは強い煙のにおいがしたので他の階段に向かった。階段を一段飛ばしに駆け下りた。→階

段室の煙/避難には階段を利用

・互いに助けるなど誰もが上手く対処した。重傷の火傷を負った人が介助されながら上階から下りてき

た。我々はいつでも一列になって人を通した。→負傷者に遭遇

・かなり暑かった。階段の一部には特に煙が濃いところもあった。使えるもので口や鼻をカバーしてい

た。照明は点灯していた。→階段室の熱・煙/非常照明作動

・2 機目の飛行機が衝突した衝撃も感じたが何のことかわからなかった。

・35 階付近で消防隊に会い、また一列になった。しばらく下りると階段の中を水が勢いよく流れていた。

→消防士と遭遇/スプリンクラー作動

・1 階には緊急要員の誘導で 2 階のバルコニーに戻された後エスカレーターで WTC1 のモールに誘導され

た。水が至るところに降り注いでいて、場所によっては 8〜10 インチ溜まっていた。

・私は北東角のエスカレーターに行き、チャーチ st.に出ることができた。全部で 50 分かかった。

・トリニティ教会の中で最初の崩壊があった。

★8 57 階から避難 Mark Oliver(British lawyer)

・建物が傾いた。

・階段に行ってみると煙と水で充満していたので他の階段に向かった。→避難には階段を利用/階段室の

煙/スプリンクラー作動

・44 階に来るとまた煙のために階段を乗り換えねばならなかった。→階段室の煙

・負傷者のために道をあけた。大勢が火傷を負っていた。→負傷者に遭遇

★9 46 階から避難 進藤(日立ソフトウェアエンジニアリング)

・地上に下りるまでに 1 時間近くかかった

・階段室は明るかったが上から次々と負傷者が抱えられて下りてきた。火傷で皮膚がただれめくれてい


